
令和３年度 全国学力・学習状況調査＜佐世保市の結果・改善策等について＞ 

 

Ⅰ 調査の概要 

 

 １ 調査の目的 

○義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学

習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

○学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

○そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

 ２ 実施日 令和３年５月２７日（木） 

 

 ３ 対 象 小学校第６学年・義務教育学校前期課程第６学年 

中学校第３学年・義務教育学校後期課程第３学年 

 

 ４ 調査方式 

   ※平成１９年度から２１年度までは悉皆調査で行われ、２２年度及び２４年度は抽 

    出対象校と希望利用校に分けられ取り組むことになった。２３年度は東日本大震 

    災の影響を受けて中止。２５年度からは悉皆調査で実施。令和２年度は、新型コ

ロナウイルス感染症の影響を受けて中止。 

 

 ５ 実施校数及び実施児童・生徒数 

 学 校 数 児童・生徒数 

小学校及び義務教育学校前期課程 ４６校／４６校 ２，１６４名 

中学校及び義務教育学校後期課程 ２６校／２６校 １，８９４名 

     

６ 調査内容 

（１）教科に関する調査 

    小学校調査・・・国語及び算数  中学校調査・・・国語、数学 

①身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や実生活にお

いて不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能等 

②知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構

想を立てて実践し、評価・改善する力等に関わる内容 

 

（２）生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

児童・生徒に対する調査 学校に対する調査 

・学習意欲、学習方法、学習環境、

生活の諸側面等に関する調査 

・指導方法に関する取組や人的・物的な

教育条件の整備の状況等に関する調査 

 

 

※調査問題は、次のWebページから閲覧できます。 

 https://www.nier.go.jp/21chousa/21chousa.htm 

 



 

 

Ⅱ  教科に関する調査結果の概要（全国・長崎県との比較）  
 
 １  小学校及び義務教育学校前期課程               単位：%（平均正答率）   

 佐世保市  長崎県  全国  
本市の  

全国達成率  

国語  61 63 64.7 94.6 

算数  68 68 70.2 96.7 

                ※矢印は今年度と昨年度の全国比の比較  

 

全国比の経年比較（国の平均正答率を 100 とした時の割合）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
２  中学校及び義務教育学校後期課程        単位：%（平均正答率）  

 佐世保市  長崎県  全国  
本市の  

全国達成率  

国語  60 63 64.6 92.9 

数学  53 56 57.2 92.1 

                ※矢印は今年度と昨年度の全国比の比較  

 

全国比の経年比較（国の平均正答率を 100 とした時の割合）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 ３  Ｒ３年度  同一児童生徒の経年比較  
 
 
 （１）小学校及び義務教育学校前期課程               単位：%（達成率）   

 R１市学（小４）  R２  県学（小５）  R３  全学（小６）  

国語  94.3 93.8 94.6 

算数  94.4 93.9 96.7 

                ※全学・市学は国、県学は県との比較  

 

全国・県比の経年比較（国・県の平均正答率を 100 とした時の割合）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
（２）中学校及び義務教育学校後期課程         単位：%（達成率）  

 
H28 市学

（小４）  

H29 県学

（小５）  

H30 全学

（小６）  

R1 市学

（中１）  

R2 県学

（中２）  

R3 全学

（中３）  

国語  97.0 97.8 96.5 96.2 95.0 92.9 

数学  93.9 99.1 95.2 96.8 90.7 92.1 

                ※全学・市学は国、県学は県との比較  

 

全国・県比の経年比較（国・県の平均正答率を 100 とした時の割合）  

 

 



Ⅲ  各教科の結果  
１  小学校  国語  

（１）領域別観点別等全国比達成率（全国平均正答率を１００と見たときの割合）  

※達成率＝（佐世保市平均÷全国平均）×100 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）平均正答率が比較的高い主な設問の趣旨  ※上段は市（全国との差）、下段は全国  

  ※全国との比較で平均正答率が高い問題及び平均正答率が高い問題  

問題番号  主  な  設  問  の  趣  旨  平均正答率  

２二  
思考に関わる語句（「より」）の使い方を理解し、話

や文章の中で使う。  

85.5（-2.0）  

87.5 

（３）平均正答率が比較的低い設問の趣旨と無解答率  ※上段は市（全国との差）、下段は全国 

  ※全国との比較で平均正答率が低い問題及び平均正答率が低い問題  

問題番号  主  な  設  問  の  趣  旨  平均正答率  無解答率 

２一  
文章全体の構成を捉え、内容の中心となる事柄を把握

する。  

72.1（-5.5） 0.2 

77.6 0.4 

3 三  

（１）ア  

学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正

しく使う。（ころがっている）  

73.5（-4.8） 10.3 

78.3 8.8 

３三  

（１）ウ  

学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正

しく使う。（つみ重ね）  

45.8（-8.6） 17.6 

54.4 14.4 

３三  

（２）オ  
文の中における修飾と被修飾との関係を捉える。  

37.1（-6.5） 3.3 

43.6 4.1 

（４）改善策  

○  「読むこと」における「文章全体の構成を捉え、内容の中心となる事柄を把握する

こと」は、１時間の授業の中だけでなく、各単元の学びの中で意図的・計画的に育み

たい力である。国語科では、「言語活動を通して」資質・能力を育成することが求めら

れている。したがって、学びの必然性のある質の高い「言語活動」を設定したい。児

童が主体的に読み、その学びを生かした書く活動につながるように単元を構成する。  

○  漢字を確実に習得させるために、例えば、漢字のもつ意味や成り立ち、用例などに

ついて理解が深まるような練習の仕方を指導する工夫がどの学年においても求められ

る。使われている漢字から意味を想像させたり、物語文や説明文を読むときや生活の

中で繰り返し確認したりすることで、漢字を習得し活用できるようにする。  

○  修飾と被修飾の関係や意味について理解を深めたうえで、説明文や物語文などの学

習でも、学習したことを振り返りながら意図的・計画的に身に付けさせるようにした

い。文章の内容を理解する学習だけでなく、文の中の語句や表現する学習において

も、表現の効果を考えることを通して指導する。  

 

 



（５）平均正答率が比較的低い設問   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２  小学校  算数  

（１）領域別観点別等全国比達成率（全国平均正答率を１００と見たときの割合）  

※達成率＝（佐世保市平均÷全国平均）×100 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）平均正答率が比較的高い主な設問の趣旨  ※上段は市（全国との差）、下段は全国  

  ※全国との比較で平均正答率が高い問題及び平均正答率が高い問題  

問題番号  主  な  設  問  の  趣  旨  平均正答率  

３（1）  棒グラフから、数量を読み取ることができる。  
95.9（+0.1）  

95.8 

３（2）  
棒グラフから、項目間の関係を読み取ることができ

る。  

89.2（-1.5）  

90.7 

（３）平均正答率が比較的低い設問の趣旨と無解答率  ※上段は市（全国との差）、下段は全国 

  ※全国との比較で平均正答率が低い問題及び平均正答率が低い問題  

問題番号  主  な  設  問  の  趣  旨  平均正答率  無解答率 

２（3）  
複数の図形を組み合わせた平行四辺形について、面

積の求め方と答えを記述できる。  

43.7（-2.3）  5.1 

46.0 4.6 

３（3）  データを二次元の表に分類整理することができる。  
60.9（-6.6）  2.4 

67.5 1.7 

３（4）  
複数の帯グラフから、割合が一番大きい項目を選び、

その項目と割合を記述できる。  

47.7（-4.3）  11.3 

52.0 10.3 

３（5）  
集団の特徴を捉えるために、どのようなデータを集

めるべきかを判断することができる。  

68.7（-5.2）  1.3 

73.9 1.3 

４（2）  
４Ｌのジュースを８人に等しく分ける場面を除法の

式に表し、計算することができる。  

52.3（-3.2）  2.6 

55.5 2.0 

（４）改善策  

○  三角形の面積の求め方や除法の意味理解など基本的な知識・技能の定着に課題があ

る。授業の中で、①本時で働かせたい見方・考え方につながる関連する既習内容を確

認することで見通しをもたせること、②具体的な場面や図等を使って視覚的に理解を

深めること、③既習内容を活用したことや分かったこと・できるようになったことを

実感する振り返りを設定することを大切にしたい。また、低学年での概念の素地にお

いて、操作的活動による実感を伴う理解や、学習内容の確実な定着を図る。  

○  複数の情報から必要な情報を選択したり、関連付けながら考えたりすることが継続

的な課題となっている。必要な情報を選択するような複数の情報を示した問題や、解

決するために必要な情報を考えるような情報不足の問題を単元計画に位置付けたり、

他教科や生活の中で算数での学びを意識的に活用する機会を設定したりするような工

夫が必要である。また、問題文や提示された図やグラフ、問題を解決する際に使った

図や式、数の意味を問い直し、意識させることで、説明する力の向上につなげたい。  



（５）平均正答率が比較的低い設問  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 



３  中学校  国語  

（１）領域別観点別等全国比達成率（全国平均正答率を１００と見たときの割合）  

※達成率＝（佐世保市平均÷全国平均）×100 

 

（２）平均正答率が比較的高い主な設問の趣旨  ※上段は市（全国との差）、下段は全国  

  ※全国との比較で平均正答率が高い問題及び平均正答率が高い問題  

問題番号  主  な  設  問  の  趣  旨  平均正答率  

１一  
話合いでの司会の発言の役割について説明したもの

として適切なものを選択する。  

88.4（-1.3）  

89.7 

１二  
話合いでの発言について説明したものとして適切な

ものを選択する。  

90.9（-1.6）  

92.5 

４一①  漢字を読む（伸ばして）。  
95.7（-1.8）  

97.5 

 

（３）平均正答率が比較的低い設問の趣旨と無解答率  ※上段は市（全国との差）、下段は全国 

  ※全国との比較で平均正答率が低い問題及び平均正答率が低い問題  

問題番号  主  な  設  問  の  趣  旨  平均正答率  無解答率 

２一  
意見文の下書きを直した意図として適切なものを選

択する。  

20.0（-4.8）  0.4 

24.8 0.3 

３四  

「吾輩」が「黒」をどのように評価し、どのような接

し方をしているかや、そのような接し方をどう思う

かを書く。  

21.1（+0.6）  31.8 

20.5 24.1 

４四  
事前に確かめておきたいことについて相手に失礼の

ないように書く。  

62.8（-9.1）  15.6 

71.9 9.7 

 

（４）改善策  

〇  知識として理解するだけで終わるのでなく、その知識を活用する場面（学習活動）

を授業に設定することで、知識が定着するとともに活用する力を伸ばしていける。日

常生活と関連させて「生きて働く力」を身に付けさせる。  

○  複数の情報から読解したり、読み取った情報を効果的に生かしながら表現したりす

る活動を取り入れた単元を通して、子どもたちが様々な形の読解に明確な目的意識を

持って取り組みながら力を伸ばしていく必要がある。（読解に必然性や視点をもた

せ、読解活動と表現活動が密接に関係する学習に取り組むことで、表現力も読解力も

高めていく必要がある。）  



（５）平均正答率が比較的低い設問  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４  中学校  数学  

（１）領域別観点別等全国比達成率（全国平均正答率を１００と見たときの割合）  

※達成率＝（佐世保市平均÷全国平均）×100 

    
（２）平均正答率が比較的高い主な設問の趣旨  ※上段は市（全国との差）、下段は全国  

  ※全国との比較で平均正答率が高い問題及び平均正答率が高い問題  

問題番号  主  な  設  問  の  趣  旨  平均正答率  

７（１）  
与えられた表やグラフから、必要な情報を適切に読

み取ることができる。  

92.5（-1.0）  

93.5 

（３）平均正答率が比較的低い設問の趣旨と無解答率  ※上段は市（全国との差）、下段は全国 

  ※全国との比較で平均正答率が低い問題及び平均正答率が低い問題  

問題番号  主  な  設  問  の  趣  旨  平均正答率  無解答率 

１  整式の加法と減法の計算ができる。  
69.4（-7.7）  1.7 

77.1 0.8 

２  
具体的な場面で、一元一次方程式をつくることがで

きる。  

60.4（-10.9） 12.7 

71.3 7.6 

６（２）  

目的に応じて式を変形したり、その意味を読み取っ

たりして、事柄が成り立つ理由を説明することがで

きる。  

53.2（-8.6）  22.1 

61.8 15.4 

６（３）  
数学的な結果を事象に即して解釈し、事柄の特徴を

数学的に説明することができる。  

22.0（-8.3）  37.8 

30.3 29.9 

９（２）  
錯角が等しくなるための、２直線の位置関係を理解

している。  

56.0（-8.3）  19.7 

64.3 14.2 

（４）改善策  

 〇  基礎基本の定着に課題がある。既習事項の定着状況を把握し、定着が不十分な場合

は学び直しの時間を設定するなど、学びの素地を整えることが重要である。また、技

能の習得には反復練習と定期・実力考査を利用した復習の機会確保が必要になる。  

 〇  単元構想をしっかりと熟慮し、単元・本時で身に付けさせたい力を明確にする。そ

の身に付けさせたい力は学習指導要領が基であることから、目指す目標が学習指導要

領とずれないことが重要である。  

 〇  複数の情報から必要な情報を選択したり、関連付けながら考えたりすることに課題

がある。問題を解決する際に、使った数や式の意味を意識させるとともに、単元計画

において、複数の情報を示した問題を提示したり、学んだことを生活や他の学習の中

で活用するような場面を設定したりするなど、単元の学びと、既習内容や他の場面を

つなげるような工夫が必要である。  

 〇  短答形式の問題であっても、問題が長文になると読み解くことができないため、教

科書の問題に情報を付け加えるなどして、意図的に課題を設定する。  
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（５）平均正答率が比較的低い設問  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅳ　質問紙調査結果

１　施策に関わる項目における肯定的意見の割合

上段：佐世保市　　　下段：全国 国+2 国-2

R３ R1 H30 R３ R1 H30

78.4 79.3 86.7 77.8 75.8 78.8

76.9 81.2 84.0 76.2 74.1 75.9

86.3 84.8 82.6 83.1

86.1 85.3 81.5 82.2

84.7 85.8 86.1 84.7

88.7 87.9 88.5 85.9

95.3 95.2 95.1 96.5 95.8 95.8

95.5 95.2 95.2 95.0 94.3 94.9

・

・

75.4 80.1 78.8 79.7

77.4 80.5 76.4 76.0

55.1 55.8 55.4 54.2 50.9 50.0

63.5 62.5 61.0 62.0 55.8 53.8

・

79.8 84.9 81.1 83.7

83.4 85.8 81.1 81.9

60.3 67.8 64.1 43.7 48.1 40.7

58.1 68.0 62.7 43.7 50.6 75.6

・

・

97.8 100 100 92.3 96.0 96.1

95.7 97.8 97.7 85.3 90.4 90.4

80.4 86.9 78.3 73.1 80.0 77.0

73.3 79.2 72.8 63.3 67.5 60.7

100 97.8 100 92.3 100 88.5

94.7 95.6 95.4 89.8 91.5 88.6

・

（２４）
今住んでいる地域の行事に参加していま
すか

小学校
質問事項

自分には、よいところがあると思います
か

（－）
先生は、あなたのよいところを認めてく
れていると思いますか

（－）
家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出
来事について話をしますか

（１２）
人の役に立つ人間になりたいと思います
か

（１０）

中学校

学校に行くのは楽しいと思いますか

（３２）

前学年までに受けた授業で、自分の考え
を発表する機会では、自分の考えがうま
く伝わるよう、資料や文章、話の組立て
などを工夫して発表していたと思います
か

施策

人が困っているときは、進んで助けてい
ますか

質問
番号

心の教
育のさ
らなる
充実

（６）

コミュ
ニケー
ション
能力の
向上

子供の
居場所
づくり

関係機
関と連
携を図
る
（学校
質問
紙）

人の役に立つ人間になりたいという項目は、依然として高い傾向にある。

自尊感情について、今年度は全国の割合よりも高くなっているが、低い傾向であることは変わらな
い。今後も、子供自身が自分のよさを実感することが必要である。

自分の考えを発表する際に、分かりやすく伝えるという意識について、全国の割合と比較して低い状
況が続いている。相手意識をもたせることと、自分の発表を振り返る機会を大切にしたい。

地域の行事への参加は、小学校がR元年度と比較して低くなっている。新型コロナウイルス感染症の
影響によるものと考えられる。

約８割の子供が学校に行くことが楽しいと思っているが、2割ほどの楽しくないと思っている子供へ
の対応が必要である。

地域や保護者の方々の学校への協力等は、全国と比較しても高く、ほとんどの学校がそれらによる効
果を感じている状況が続いているが、活動の実施については、例年よりも低くなっており、新型コロ
ナウイルス感染症の影響が考えられる。

（８３）

地域学校協働本部やコミュニティ・ス
クールなどの仕組みを生かして、（８
２）の質問にあるような保護者や地域の
人との協働による活動を行いましたか

（８４）
（８２）の質問にあるような保護者や地
域の人との協働による取組は、学校の教
育水準の向上に効果がありましたか

（１３）

（８２）

保護者や地域の人が学校の美化、登下校
の見守り、学習・部活動支援、放課後支
援、学校行事の運営などの活動に参加し
ていますか



２　規範意識、学習の基盤等に関わる項目における肯定的意見の割合

上段：佐世保市　　下段：全国

R3 R1 H30 R3 R1 H30

82.5 82.9 85.9 72.5 72.5 72.0

80.3 83.8 85.1 68.6 70.5 72.4

96.5 97.1 96.9 96.8 96.8 95.9

96.8 97.1 96.8 95.9 95.1 95.5

・

・

58.3 65.1 65.6 68.9 66.2 64.1

62.5 66.1 66.2 75.9 69.8 70.6

32.7 37.7 39.4 33.3 28.2 31.6

37.4 40.0 41.1 28.9 27.0 29.9

・

・

94.0 93.9 93.4 94.3 93.4 92.8

94.9 95.3 94.5 92.8 93.1 91.9

80.1 80.4 76.8 82.4 81.4 76.8

81.2 81.4 77.0 79.8 78.0 74.2

89.2 91.9 89.8 94.1 94.1 92.1

90.4 91.6 88.8 92.7 92.8 90.3

・

・

50.9 57.9 60.8 60.0
58.4 64.2 60.8 61.7

91.1 90.7 94.0 91.3
93.2 93.0 91.6 91.0

78.9 79.2 76.1 74.4
84.2 84.9 80.1 77.6

91.1 89.4 91.8 90.2
91.8 91.2 88.7 88.0

69.0 69.4 64.0 62.2 64.0 59.8
67.8 68.6 64.0 59.1 57.9 53.9

92.7 93.5 93.0 85.9 86.4 85.0
93.8 93.7 92.1 84.1 84.2 83.6

82.5 80.2 81.3 75.3 78.4 70.4
84.6 83.5 83.4 74.6 73.9 71.0

92.1 92.3 91.3 75.8 80.2 76.8
92.6 92.5 90.3 76.2 76.2 72.9

64.4 51.1 56.5
68.3 56.7 56.0

・

・ 中学校数学において、関心が全国よりも高いが、小学校算数の内容理解については、全国よりも低い状
況が続いている。

国より2ポイント以下

中学校

（１１）
いじめは、どんな理由があってもいけないこ
とだと思いますか

（７）

質問
番号

質問事項
小学校

学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金
曜日）、１日当たりどれくらいの時間、読書
をしますか（３０分以上）

将来の夢や目標を持っている子供の割合が、小・中ともに全国よりも高い。

いじめは、いけないことだという意識が高い。

学習に対
する関
心・意欲
等

小学校国語において、R元年度同様に、全国よりも大きく低くなっており、国語に対する関心を高め、
理解を実感できる授業づくりが求められる。

規範意
識・自尊
感情

生活習慣

（２） 毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか

（３）

将来の夢や目標を持っていますか

学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金
曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強
をしますか（１時間以上）

（２１）

（１８）

国より2ポイント以上

（４４）国語の勉強は大切だと思いますか

（４５）国語の授業の内容はよく分かりますか

（５３）算数・数学の勉強は大切だと思いますか

読書の時間は、小中ともに3割強となっており、小学校においては、H30年度から徐々に低くなってい
る。

１日あたりの１時間以上勉強する児童生徒の割合が、全国よりも5ポイント以上低い。

朝食を毎日食べている子供の割合が、徐々に高くなっている。

就寝、起床については、例年とほぼ変わっていない。

毎日、同じくらいの時刻に起きていますか

国語の授業で学習したことは、将来、社会に
出たときに役に立つと思いますか

（４３）国語の勉強は好きですか

（６１）英語の勉強は好きですか

（５５）
算数・数学の授業で学習したことは、将来、
社会に出たときに役に立つと思いますか

（５４）算数・数学の授業の内容はよく分かりますか

（５２）算数・数学の勉強は好きですか

（４６）

家庭学
習・読書
習慣

（１） 朝食を毎日食べていますか



R3 R1 H30 R3 R1 H30

中学校質問
番号

質問事項
小学校

77.0 78.7

82.6 83.7

55.1 54.2

63.5 62.0

69.5 71.4 72.9 78.8 73.0 73.5

78.2 77.7 76.7 81.0 74.8 76.3

57.5 57.6

67.2 59.5

78.3 74.6

81.4 74.3

93.8 94.9

95.5 96.5

72.9 66.2 74.1 74.4 71.0 75.7

78.8 74.1 77.7 77.8 72.8 76.3

73.7 72.4

78.3 74.6

63.3 58.2 73.5 66.8

73.0 65.7 70.2 61.5

62.7 71.0

73.4 73.9

66.6 68.4 68.9 67.6

73.5 73.4 69.8 65.6

76.3 76.3 87.9 79.8

81.1 80.9 86.2 76.6

・

・

（３９）

総合的な学習の時間では、自分で課題を立て
て情報を集め整理して、調べたことを発表す
るなどの学習活動に取り組んでいると思いま
すか

（４０）
あなたの学級では、学級生活をよりよくする
ために学級会で話し合い、互いの意見のよさ
を生かして解決方法を決めていますか

（３５）
前学年までに受けた授業は、自分にあった教
え方、教材、学習時間などになっていました
か

（３６）
友達と話し合うとき、友達の話や意見を最後
まで聞くことができていますか

（３３）
前学年までに受けた授業では、課題の解決に
向けて、自分で考え、自分から取り組んでい
たと思いますか

（４１）

（４２）

（３７）
学級の友達との間で話し合う活動を通じて、
自分の考えを深めたり、広げたりすることが
できていると思いますか

（３８）
学習した内容について、分かった点や、よく
分からなかった点を見直し、次の学習につな
げることができていますか

（３２）

前学年までに受けた授業で、自分の考えを発
表する機会では、自分の考えがうまく伝わる
よう、資料や文章、話の組立てなどを工夫し
て発表していましたか　※再掲

（３４）

前学年までに受けた授業では、各教科などで
学んだことを生かしながら、自分の考えをま
とめたり、思いや考えをもとに新しいものを
作り出したりする活動を行っていましたか

中学校においては、R元年度と引き続き、総合的な学習の時間での探究的活動が、全国より高い。総合
的な学習の時間の取組が生徒の主体的な学びになっていると考えられる。

学級活動における学級での話合いを生かし
て、今、自分が努力すべきことを決めて取り
組んでいると思いますか

道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学
級やグループで話し合ったりする活動に取り
組んでいると思いますか

小学校では、ほとんどの項目で全国よりも低い。主体的な学び、総合的な学習の時間での探究的活動
等、10ポイント程度低い項目が複数あり、新学習指導要領の趣旨等について、共通理解を図る必要があ
る。

（３１）

前学年 までに受けた授業で、学級の友達との
間で話し合う活動では、話し合う内容を理解
して、相手の考えを最後まで聞き、友達の考
えを受け止めて自分の考えをしっかり伝えて
いましたか

新学習指
導要領関
連



３　児童生徒質問紙調査と学校質問紙調査の関連項目

上段：児童生徒質問紙　　下段：学校質問紙

（３１） 77.0 78.7

（３１） 65.2 80.8

（３２） 55.1 54.2

（３０） 63.0 69.2

（３３） 69.5 78.8

（２９） 78.2 76.9

（３４） 57.5 57.6

（３７） 82.6 88.4

（３６） 93.8 94.9

（３３） 80.4 92.3

（３７） 72.9 74.4

（３２） 63.0 84.6

（３９） 63.3 73.5

（４１） 93.5 92.3

（４０） 62.7 71.0

（４２） 91.3 100

（４１） 66.6 68.9

（４３） 91.3 100

・

・

・

・

・

・

2

1

７～９については、児童生徒と教師の意識に大きな差がある。教師は、指導をしているが、児童生徒はそれを実感できてい
ない。指導したことが、児童生徒にしっかりと実体験として積み重ねていくことが大切である。

６の「自分の考えを深めたり、広げたりすることができる」については、小学校は、児童が高いのに対し、中学校は教師が
高くなっている。小中学校ともに、自分の考えを深め広げたことを具体的な場面で実感させるようにする。

５の「相手の考えを最後まで聞くことができる」では、小学校において、児童が思っているほど、教師は聞いているとは
思っていない。聞いているつもりになっている児童がいることが考えられる。

２の「自分の考えがうまく伝わるように工夫する」では、中学校において、生徒よりも教師の割合が高い。工夫ができてい
ることを生徒に実感させることが大切である。

１の「自分の考えをしっかり伝えることができる」では、小学校において、児童と教師の差が大きく、伝えているつもりに
なっている児童がいると考えられる。

４の「各教科の学びを生かす」では、教師は高い割合で機会を設けているとあるが、児童生徒は、生かしていると実感でき
ていない。学びを生かしていることを意識させるようにする。

8

7

6

5

4

3

前学年 までに受けた授業で、学級の友達との間で話し合う活動では、話し合う内容を理解し
て、相手の考えを最後まで聞き、友達の考えを受け止めて自分の考えをしっかり伝えていまし
たか

調査対象学年の児童に対して，学級活動の授業を通して，今，努力すべきことを学級での話合
いを生かして，一人一人の児童が意思決定できるような指導を行っていますか

中学校小学校

前学年までに受けた授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめ
たり、思いや考えをもとに新しいものを作り出したりする活動を行っていましたか

調査対象学年の児童は，授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組むこと
ができていると思いますか

前学年までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいたと
思いますか

調査対象学年の児童は，授業において，自らの考えがうまく伝わるよう，資料や文章，話の組
立てなどを工夫して，発言や発表を行うことができていると思いますか

前学年までに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよ
う、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していましたか

調査対象学年の児童は，学級やグループでの話合いなどの活動で，自分の考えを相手にしっか
りと伝えることができていると思いますか

9

１０ポイント以上差

質問
番号

調査対象学年の児童は，学級やグループでの話合いなどの活動で，自分の考えを深めたり，広
げたりすることができていると思いますか

学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができ
ていると思いますか

調査対象学年の児童は，学級やグループでの話合いなどの活動で，相手の考えを最後まで聞く
ことができていると思いますか

友達と話し合うとき、友達の話や意見を最後まで聞くことができていますか

調査対象学年の児童に対して，前年度までに，各教科等で身に付けたことを，様々な課題の解
決に生かすことができるような機会を設けましたか

学級活動における学級での話合いを生かして、今、自分が努力すべきことを決めて取り組んで
いると思いますか

調査対象学年の児童に対して，学級生活をよりよくするために，学級会で話し合い，互いの意
見のよさを生かして解決方法などを合意形成できるような指導を行っていますか

あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級会で話し合い、互いの意見のよさを生
かして解決方法を決めていますか

調査対象学年の児童に対して，総合的な学習の時間において，課題の設定からまとめ・表現に
至る探究の過程を意識した指導をしていますか

総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するな
どの学習活動に取り組んでいると思いますか

質問事項



４　新型コロナウイルス感染症関連

◎児童生徒質問紙

 上段：佐世保市　　下段：全国

56.7 64.4

55.2 62.8

59.4 38.8

64.6 37.6

62.4 52.0

63.1 48.4

質問
番号

先生 友達 家族 左記以外
自分で調べ
た

そのままに
した

分からな
かったこと
がなかった

思い出せな
い

8.0 35.6 76.5 9.4 58.3 10.7 9.5 7.4

9.2 31.9 78.8 9.4 62.4 10.1 10.3 4.9

4.5 46.9 46.5 12.4 62.2 15.8 5.2 6.5

7.2 43.9 44.3 12.3 61.6 14.3 6.3 6.9

・

・

・

◎学校質問紙
上段：佐世保市　　下段：全国

質問
番号

よくなっ
た

どちらか
といえば
よくなっ
た

変わらな
い

どちらか
といえば
悪くなっ
た

悪くなっ
た

分からな
い

2.2 4.3 76.1 13.0 2.2 2.2

1.4 6.6 78.7 9.6 0.4 2.9

3.8 19.2 73.1 3.8 0.0 0.0

2.0 9.0 76.9 8.1 0.5 3.2

4.3 2.2 82.6 6.5 2.2 2.2

1.8 7.8 82.8 4.7 0.1 2.5

3.8 23.1 69.2 3.8 0.0 0.0

2.4 11.4 80.1 3.4 0.2 2.2

2.2 6.5 63.0 19.6 2.2 6.5

1.5 8.1 73.6 11.2 0.5 4.7

2.9 4.7 80.8 7.6 0.0 3.5

1.7 8.5 77.6 7.2 0.4 4.2

・

質問
番号

質問事項 小学校 中学校

国より2ポイント以上 国より2ポイント以下

（６４）

（６５）
新型コロナウイルスの感染拡大で多くの学校が休校していた期間中、計画的に学習を続けることができまし
たか

新型コロナウイルスの感染拡大で多くの学校が休校していた期間中、勉強について不安を感じましたか

質問事項

どの項目も、関係性は変わらないと回答している割合が高い。しかし、小学校において、児童同士、教員と保護者の関係で
「どちらかといえば悪くなった」「悪くなった」の回答が全国より高くなっており、臨時休業や行事の中止が影響していると
考えられる。。

（６６）新型コロナウイルスの感染拡大で多くの学校が休校していた期間中、規則正しい生活を送っていましたかか

小学校

（６７）

新型コロナウイルスの感染拡大で多く
の学校が休校していた期間中、学校か
らの課題で分からないことがあったと
き、どのようにしていましたか（複数
選択） 中学校

国より2ポイント以上 国より2ポイント以下

「規則正しい生活」については、小学校で6割強、中学校で5割強となっており、逆に、生活リズムが崩れていた児童が4割、
生徒が5割程度いたこととなる。

休校期間中、不安に感じてる児童生徒は、小・中学校ともに、全国と同程度であるが、それぞれ6割前後の児童生徒が不安に感
じていたことが分かる。

中学校

小学校

中学校

質問事項

小学校

中学校

課題で分からなかった場合の対応として、「自分で調べた」児童生徒が6割程度となっているが、「そのままにした」児童生徒
が1割強となっており、自分で学びを進めることができるように、学習の仕方を身に付け、調べる力をつける必要がある。

（C9）

（C8）

（C７）
新型コロナウイルス感染症の影響前（令和２年３月以
前）と現在（令和３年５月）とを比較して、どのような
変化があったと思いますか　児童生徒同士の関係

新型コロナウイルス感染症の影響前（令和２年３月以
前）と現在（令和３年５月）とを比較して、どのような
変化があったと思いますか　児童生徒と教員の関係

新型コロナウイルス感染症の影響前（令和２年３月以
前）と現在（令和３年５月）とを比較して、どのような
変化があったと思いますか　教員と保護者の関係

小学校


